
   

 

   

 

 令和８年度 前橋市児童文化センター第１回運営委員会 議事録 

○審議会名 

 前橋市児童文化センター運営委員会 

 

○開催日時  

 令和８年７月９日（木） １５時３０分～１６時４５分 

 

○出席者（２４名） 

 ・運営委員（１３名参加） 

西薗委員 安藤委員 本川委員 狩野委員 摩庭委員 鎌塚委員 大友委員 

天宮委員 片柳委員 小暮委員 岡田委員 近藤委員 春山委員  

 ・教育委員会及び関係部課長（４名） 

酒井指導担当次長 須田公園管理事務所長 宇次生涯学習課長 新井教育支援課長 

 ・職 員（７名） 

  渡邉館長 野中課長補佐 奥山係長 木戸指導主事 吉澤指導主事 

 藤原副主幹 横山副主幹   

 

○欠席者 

 ・運営委員（１名） 

藤本委員 

 

○議  事 

 （１）報告及び協議 

   ①令和７年度の事業報告について 

   ②令和８年度の事業運営について 

 （２）意見交換 

 

○委員会の内容 全体進行：新井課長、あいさつ：指導担当次長、議長：西薗会長 

  ◯委嘱状交付  

  ◯正副会長選任  西薗委員が会長に、安藤委員が副会長に全員一致にて選任。 

  ◯報告及び協議事項（議事①②について 事務局で説明、全員拍手で採決） 

   

（１）報告及び協議の質疑内容 

（西薗委員）施設管理に関する課題についてお伺いします。ゴーカートやふわふわドームなどの施設

設備について、対応状況や整備の進捗を教えてください。 

（渡邉館長）ふわふわドームにつきましては、公園管理事務所の所管となりますが、修繕の見通しが

立ったと聞いております。また、前回の運営委員会において、ゴーカート利用者の暑さ対策として待

機場所への屋根設置についてご意見をいただきました。しかし、予算面の制約もあることから、今年

度はミスト扇風機を設置し、暑さ対策を進めております。 



   

 

   

 

さらに、今年度中にマイクロバスを新規購入する予定です。現在の車両より乗車定員が増えることか

ら、各種教室への参加者数の拡充にもつなげていきたいと考えております。 

（西薗委員）運営委員の皆様は児童文化センターの応援団でもあります。施設整備を含め、「こうし

た方が良い」「こんな改善が必要ではないか」といったご意見がありましたら、今後もぜひ積極的に

お寄せいただきたいと思います。 

（小暮委員）お疲れさまです。最初の運営目標にある「楽しく学ぶ」という点について、利用者アン

ケートの結果を見ると、「発見や学び」の項目が他の項目に比べてやや低いことが気になりました。

なぜだろうと考えたのですが、例えばイベントや事業について、その活動の目的やねらいが来館者に

十分伝わっていない部分もあるのではないかと思います。 

遊びの充実や多世代交流の推進など、どの事業も素晴らしい内容だと思いますが、その活動を通して

子どもたちがどのような力を身に付けるのか、どのような成長につながるのかといった成果が伝わる

と、来館者にも事業の意義がより理解されるのではないかと思いました。これは意見としてお伝えさ

せていただきます。 

（渡邉館長）ありがとうございます。おっしゃるとおりで、私たちとしてもアンケート結果を見て同

じように感じております。 

来館者の方々には「楽しい場所」「遊べる場所」というイメージを持っていただいておりますが、そ

の活動にどのような教育的意義があるのか、どのような学びにつながっているのかについて、十分に

発信できていなかった部分があります。 

今後は、教室や展示、遊びのコーナーなどに、それぞれの活動のねらいや意味をわかりやすく示し、

大人の方にも理解していただけるような工夫を進めていきたいと考えております。 

貴重なご意見をありがとうございました。 

 

（小暮委員）宇宙少年団の例になりますが、例えばロケット製作は、単にロケットを作ることが目的

ではありません。 

私たちは活動を通して、「命の大切さ」や「科学技術を平和な目的で活用することの大切さ」につい

ても子どもたちに伝えています。 

活動の背景にある考え方や意義が伝わるようにすることは大切だと思います。 

 

（２）意見交換 （各委員から） 

（天宮委員）ありがとうございます。 

児童文化センターの活動には昨年度から関わらせていただいておりますが、本当に素晴らしい活動を

されていると思います。 



   

 

   

 

特に工作や体験活動については、多くの教材や備品を活用しており、その準備や片付けは非常に大変

だと思います。職員の皆さんのご苦労を改めて感じました。 

また、私が担当している親子向けの工作教室では、保護者の方にも一緒に参加していただくことを大

切にしています。子どもと同じ体験を共有することで、子どもの集中力や達成感を実際に感じてもら

うことができます。 

私は、児童文化センターはまず「楽しい場所」であることが大切だと思っています。その楽しさの中

に自然と学びがあることが、この施設の魅力ではないでしょうか。 

今後もぜひ続けていただきたいと思います。 

（片柳委員）施設内には、メダカの飼育設備や雨水利用設備など、学習資源として活用できるものが

たくさんあります。 

例えば、雨水の浄化設備や循環システムなども、環境学習や SDGsの視点から見れば非常に興味深い

教材になると思います。 

普段は目に見えない設備ですが、その仕組みを積極的に紹介することで、子どもたちがさまざまなこ

とに興味を持つきっかけになるのではないかと思います。 

 

（渡邉館長）ありがとうございます。実は施設建設当初、そのような学びの仕掛けは意図的に取り入

れられていました。 

水処理設備が見える小窓や、エレベーター機械設備の様子が見える工夫などもありますが、現在は十

分に活用できていない部分もあります。 

今回のご意見を参考に、改めて施設の魅力を伝える方法を検討していきたいと思います。 

 

（摩庭委員）私は今回初めて詳しく事業内容を知ることができましたが、改めて素晴らしい活動だと

感じました。 

特に学生ボランティアや地域ボランティアの活用については、もっと広く周知していけば参加者も増

えるのではないかと思います。 

また、道の駅まえばし赤城など新しい施設も増えていますが、児童文化センターならではの魅力をぜ

ひ発信していただきたいと思います。 

 

（鎌塚委員）私の子どもは現在中学生と小学生ですが、最近は来館する機会が減っていました。今

回、ふわふわドームの修繕が進んでいると伺い、ぜひ再開を楽しみにしています。 



   

 

   

 

また、さまざまなイベントが行われていることも知ることができましたので、家庭でも子どもたちに

伝えていきたいと思います。 

（春山委員）私は平成 22年から講師として関わらせていただいております。 

児童文化センターは長い歴史があり、多くの子どもたちがここで芸術活動に親しんできました。一方

で、少子化の影響もあり、クラブ活動の団員確保が課題となっています。 

また、講師の高齢化も進んでおり、後継者育成や新たな人材確保も大きな課題です。 

今後も魅力ある活動を続け、参加者が増えるよう努力していきたいと思います。 

 

（近藤委員）天体観測や宇宙クラブなどで関わらせていただいております。 

学校現場では夜間観察会などが減少している中、児童文化センターが果たす役割はますます大きくな

っていると感じています。 

実際の星空を観察する体験は非常に貴重ですので、望遠鏡などの設備更新も含め、今後も継続してい

ただければと思います。 

（狩野委員）学校の働き方改革などにより、放課後に子どもたちが地域で過ごす時間が増えていま

す。その受け皿として、児童文化センターの役割は今後ますます重要になると思います。 

遠方からの交通手段などの課題はありますが、より多くの子どもたちが利用しやすくなる工夫を期待

しています。 

また、自転車利用のルールやマナーの啓発も、引き続きお願いしたいと思います。 

 

（岡田委員）先日「三世代で一緒に遊ぼう 泥と砂で遊ぼう」というイベントを実施しました。泥団

子づくりや砂場遊びを通して、子どもも保護者も一緒に楽しむことができました。 

今の子どもたちは泥だらけになって遊ぶ経験が少なく、その体験自体が非常に貴重であることを実感

しました。 

私たちボランティアも、子どもたちの育成に関わる一員として、今後も職員の皆さんとともに協力し

ながら活動していきたいと思います。 

 

（大友委員）まえばし幼稚園では毎年プラネタリウムや交通教室を利用させていただいております。

子どもたちはプラネタリウムを大変楽しみにしており、交通教室で学んだこともよく覚えています。

また、親子遠足でも利用させていただいております。 

ふわふわドームの再開を楽しみにしている園児も多くおりますので、ぜひよろしくお願いいたしま

す。 

 

 

（本川委員）ホームページやインスタグラムによる情報発信が以前より分かりやすくなったと感じて

います。 



   

 

   

 

小学校でも交通教室や天文教室は非常に人気があり、子どもたちは毎年楽しみにしています。 

環境教室についても、体験を通じて学ぶ貴重な機会となっています。 

児童文化センターでの経験が、子どもたちの興味や関心を広げるきっかけになっていると感じていま

す。 

 

（安藤委員）中学校では、林間学校やクラブ活動などでお世話になっております。 

今後は地域移行や地域活動が進んでいく中で、児童文化センターの事業も子どもたちの実態に合わせ

て変化していく必要があるかもしれません。 

職員の皆さんが限られた人数の中で工夫しながら運営されていることに敬意を表します。 

今後は他施設との連携や情報発信の強化なども含め、さらなる発展を期待しています。 

（西薗会長） 

委員の皆さんからのお立場で的確なご意見をいただきました。これから事務局は、これらをもとに活

かしていただきたいと思います。 

（渡邉館長）本日はたくさんの貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。 

団員不足や講師不足、施設の老朽化など、さまざまな課題がありますが、皆様からいただいたご意見

を今後の運営に生かしてまいります。 

また、皆様の応援やご支援が職員にとって大きな励みとなります。引き続き、子どもたちのためによ

り良い児童文化センターを目指して取り組んでまいりますので、今後ともよろしくお願いいたしま

す。 

＜新井課長＞これを持ちまして委員会を閉じたいと思います。 

 

◯施設見学：希望者のみ（５名程度参加） 
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